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  ２０１８年１月２６日 

 

 

■「いつでも、どこでも、ステージに」コンパクトながら高出力・高音質なオールインワン 

ヤマハ ポータブル PA システム 

『STAGEPAS 400BT』『STAGEPAS 600BT』 

− 新たに Bluetooth ワイヤレスオーディオ再生機能を搭載、2 月発売 − 

 

 ヤマハ株式会社は、プロフェッショナルオーディオ機器の新製品として、ポータブル PA システム

「STAGEPAS（ステージパス）シリーズ」の 2モデル『STAGEPAS 400BT』『STAGEPAS 600BT』を 2018 年

2 月に発売します。 

 

＜価格と発売日＞ 

品 名 品 番 価 格 発売日 

ヤマハ ポータブル PA システム 
STAGEPAS 400BT オープンプライス 2018 年 2 月 

STAGEPAS 600BT オープンプライス 2018 年 2 月 

 

＜製品の概要＞ 

「STAGEPAS シリーズ」は、「いつでも、どこでも、ステージに」 というコンセプトで企画・開発され

た、オールインワンタイプの PA システムです。「STAGEPAS」の名称には、PA（Public Address：拡声

装置）System（システム）の意味に加え、ライブステージで出演者や主催者に渡されるステージパス

（STAGE PASS）の意味も込められています。2005 年 3 月に「STAGEPAS 300」を発売して以来、運びや

すいコンパクトなパッケージでありながら、本格的なミキサー、アンプ、スピーカーがセットになっ

た利便性と性能が受け入れられ、シリーズ累計で 40 万台以上を販売しています。 

 このたび発売する『STAGEPAS 400BT』および『STAGEPAS 600BT』は、コンパクトながら高出力・高

音質を実現するポータブル PA システムとして国内外で高い評価を得ている、2012 年 12 月発売の

「STAGEPAS 400i/600i」の後継モデルです。従来モデルで評価の高い、高品位デジタルリバーブ、フィー

ドバックサプレッサー、マスターイコライザーなど、ライブやイベントで便利な機能に加え、新たに

Bluetooth オーディオ再生に対応したことでワイヤレス音楽再生が可能となり、演奏中やイベント会場

での自由度が飛躍的に向上します。 

 『STAGEPAS 400BT』は、ショップ・地域コミュニティ・学校等での小規模イベント・ライブや講演

会・ミニステージでの仮設 PA やバンド練習用の PA セットとして、より高出力の『STAGEPAS 600BT』

は本格的なバンドセッション・ライブ用 PA システムとして、さまざまなシーンでより簡単に、より幅

広く使うことができます。 
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詳細は以下の通りです。 

 

＜主な特長＞ 

１．持ち運びしやすく、セットアップも簡単なオールインワンシステム 

『STAGEPAS 400BT』『STAGEPAS 600BT』は、着脱式のパワードミキサーと 2 本のスピーカー、

スピーカーケーブルのセットから成るポータブルなオールインワンシステムで、このシステム

だけで音声の拡声・再生を必要とするさまざまなシーンに対応することができます。片側のス

ピーカーにはミキサー、もう一方のスピーカーにはスピーカーケーブルやマイク、小物などを

それぞれコンパクトにまとめて収納することができ、持ち運びも簡単です。また、細部にわた

り設置性を向上する設計を施しており、セットアップも簡単に行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．BGM 再生などに便利な Bluetooth ワイヤレスオーディオ再生にも対応 

『STAGEPAS 400BT』『STAGEPAS 600BT』は、新たに Bluetooth

接続に対応することで、スマートフォンやタブレット、PC

内の音楽をワイヤレスで手軽に再生することが可能とな

りました。演奏中の伴奏やイベントの BGM をミキサーから

離れた場所でも操作できるなど、パフォーマンスの自由度

が飛躍的に向上します。 

３．高効率パワーアンプとスピーカー、高性能 DSP の採用で高出力・高音質・高い信頼性 

『STAGEPAS 400BT』『STAGEPAS 600BT』は、高効率パワーアンプを採用し、『STAGEPAS 400BT』

は 200W＋200W の計 400W、『STAGEPAS 600BT』は 340W＋340W の計 680W の大出力を誇ります。2Way

スピーカーには、音響性能に優れたコンポーネントを採用し、表現力に優れた明瞭度の高いサ

ウンドを実現しました。また、 新鋭の自社製 DSP（デジタルシグナルプロセッサー）により、

緻密な音質チューニングだけでなく、高度なリミッティングやプロテクションも可能になった

ことで、大音量で使う際に損なわれがちな音のニュアンスを維持し、高い信頼性も実現します。 

スピーカーにミキサーをコンパクトに収納 

※写真は『STAGEPAS 600BT』 持ち運びが簡単なポータブルパッケージ 
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４．最適な音質の設定が可能な機能 

『STAGEPAS 400BT』『STAGEPAS 600BT』には、アコースティッ

ク楽器やボーカルに 適な業務用エフェクターとして幅広く

使われている「SPX シリーズ」の高品位なデジタルリバーブを

搭載しています。ノブを回すだけでリバーブの種類（4タイプ）

の切り替えとリバーブタイムの調整ができ、フットスイッチ

（別売）を接続すればソロパフォーマンス時でも足元でリバー

ブのオン/オフが可能です。また、スピーカーの音をマイクで

拾うことによって起こる不快なハウリング音をワンボタンで

自動的に除去するスマートなフィードバックサプレッサーを

搭載しており、PA を扱ったことがない人でも簡単に豊かな音量

が得られます。さらに、スピーチや楽器演奏、迫力ある低音が

必要な音楽まで、さまざまなシーンに対し、ノブを回すだけで

適な音質補正を施す新しいスタイルのマスターイコライ

ザー「1-Knob Master EQ™」も搭載しており、複雑な操作をす

ることなく、その場で 適な設定を瞬時に得ることが可能です。 

 

５．充実したチャンネル数と拡張性を備えた着脱式ミキサー 

『STAGEPAS 400BT』は 4 系統マイク/ライン入力＋4 系統ライン入力の合計 8 インプット、

『STAGEPAS 600BT』は 4系統マイク/ライン入力＋6系統ライン入力の合計 10 インプットに対応

します。いずれも CH1/2 にはファンタム電源の供給が可能でコンデンサーマイクやダイレクト

ボックスを接続することができます。また、CH3、CH4 の端子には XLR またはフォーンプラグの

どちらでも接続できるコンボジャックを採用しており、CH4 は Hi-Z 接続に対応しているため、

エレキギターやエレキベースを直接接続することもできます。さらに、RCA ピンやステレオミニ

の端子も備えており、さまざまな機器の接続に柔軟に対応します。 

各チャンネルには、シンプルで使いやすい 3 バンド EQ（『STAGEPAS 400BT』は 2 バンド）を搭

載しており、4 系統のマイク/ライン入力チャンネルにはそれぞれのチャネルごとにリバーブの

かかり具合を設定することができるため、演奏者の細かな要望にも応えることが可能です。ま

た、暗いステージ袖での操作性を向上させるため、各種ノブをより視認性の高いデザインに変

更しています。 

さらに、パワードスピーカー「DBR シリーズ」などを接続しメインスピーカーの拡張やモニター

システムの構築が可能なモニターアウト端子、より迫力のある低音を再生するパワードサブ

ウーファー「DXS シリーズ」が接続可能なサブウーファー端子を搭載しており、用途に応じたシ

ステムの拡張が可能です。 

 

デジタルリバーブ・ 

フィードバックサプレッサー・

「1-Knob Master EQ™」 
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＜主な仕様＞ 

主要規格 STAGEPAS 600BT STAGEPAS 400BT 
システムタイプ パワードミキサー＋パッシブスピーカー ×2 

大出力音圧/スピーカー 
（実測値ピーク） IEC ノイズ@1m 

129 dB SPL 125 dB SPL 

再生周波数帯域（-10 dB） 55 Hz - 20 kHz 

消費電力 35 W（Idle）、100 W（1/8 出力） 30 W （Idle）、70 W （1/8 出力） 

電源電圧 100 V – 240 V、50 Hz/60 Hz 

寸法 （W×H×D） 
スピーカー 335×545×319 mm 
ミキサー 348×197×135 mm 

スピーカー 289×472×275 mm 
ミキサー 308×180×116 mm 

質量 
25.6 kg 

（スピーカー 10.9 kg ×2 
 ＋ ミキサー 3.8 kg） 

18.3 kg 
（スピーカー 7.7 kg ×2 
 ＋ ミキサー 2.9 kg） 

パワードミキサー部   

ミキシングチャンネル数 10 8 

アナログ入力 
4 モノ マイク/ライン＋ 
6 モノ/3 ステレオ ライン 

4 モノ マイク/ライン＋ 
4 モノ/2 ステレオ ライン 

Bluetooth 接続 

バージョン： Bluetooth Ver4.1 
対応プロファイル： A2DP v1.2 
対応コーデック： SBC、AAC 

対応コンテンツ保護： SCMS-T 方式によるコンテンツ保護に対応 
無線出力： Bluetooth class2 

大通信距離： 10m 
送信周波数範囲： 2402 – 2480MHz 

無線 大出力電力： 4dBm 

CH イコライザー 

3 バンド 
HIGH シェルビング： 8 kHz 
MID ピーキング： 2.5 kHz 
LOW シェルビング： 100 Hz 

2 バンド 
HIGH シェルビング： 8 kHz 
LOW シェルビング： 100 Hz 

CH 機能 
Hi-Z スイッチ: CH4、 

ST/MONO スイッチ: CH5/6-9/10 
Hi-Z スイッチ: CH4、 

ST/MONO スイッチ: CH5/6-7/8 

内蔵デジタルエフェクター SPX デジタルリバーブ （4プログラム、パラメーターコントロール） 

内蔵プロセッサー フィードバックサプレッサー, 1-Knob Master EQ™ 

ファンタム電源 ＋30V （CH1, 2） 

出力 
SPEAKERS OUT（L, R）、MONITOR OUT（L/MONO, R）、 

SUBWOOFER OUT（MONO） with auto HPF 

外部コントロール リバーブフットスイッチ 

大出力 
340W＋340W（ダイナミック） 

280W＋280W（連続） 
200W＋200W（ダイナミック） 

180W＋180W（連続） 

 

設定・操作が簡単なミキサー機能 パワードサブウーファーとの組み合わせ 

『STAGEPAS 600BT』(上) + 「DXS15mkII」(下) 
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スピーカー部   

形式 2 ウェイ バスレフ型 

コンポーネント 
LF: 10”（25cm） コーン 

HF: 1.4”（3.56cm） コンプレッ
ションドライバー 

LF: 8”（20cm） コーン 
HF: 1”（2.54cm） コンプレッショ

ンドライバー 

公称指向角度（水平×垂直） 90°×60° 

モニター角度 50° 

ハンドル 天面×1 

ポールマウントソケット 34.8-35.2 mm（スピーカースタンドロック機構 StageLok™装備） 

アクセサリー   

付属品 
電源コード（2m）×1、スピーカーケーブル（フォーン-フォーン、6m）×2、 
滑り止めパッド×12、フェライトコア×2、結束バンド×2 

別売アクセサリー 
BMS10A（マイクスタンドアダプタ、ミキサー取り付け用）、 
FC5（フットスイッチ、リバーブ ON/OFF 用） 

 

 

 

 

＊文中の商品名、社名等は当社や各社の商標または登録商標です。 

 

この件に関するお問い合わせ先 

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 広報部 ブランド・商品広報グループ 担当：佐藤 

 〒108-8568 東京都港区高輪 2-17-11 

 TEL 03-5488-6605 

 FAX 03-5488-5063 

 ウェブサイト https://www.yamaha.com/ja/news_release/ 
  （取材申し込みや広報資料請求が可能です。） 

■ 一般の方のお問い合わせ先 

株式会社ヤマハミュージックジャパン PA 営業部 

 プロオーディオ・インフォメーションセンター 

 TEL 0570-050-808 （ナビダイヤル、全国共通番号） 

  （電話受付: 祝祭日を除く月～金／11:00～18:00） 

 ウェブサイト https://jp.yamaha.com/support/ 

ヤマハ ポータブル PA システム 

『STAGEPAS 400BT』 

ヤマハ ポータブル PA システム 

『STAGEPAS 600BT』 


